
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）知的理解を図る上で大切にしたいポイント 

 

 

 

 

 

本題材は、わたしたちの身の回りに存在する「思い込み」やそれにともなって

生じる「偏見」や不合理さを理解することで、他者を理解・尊重し、共に生きる

人間としての心の豊かさをもつとともに、集団や社会の一員としての自覚のも

と、よりよい生活や人間関係を築こうとする自主的・実践的な態度を育てること

をねらいとしている。 

本学習では、「思い込み」の事例やそれに伴って「偏見」が生まれていく過程

を考察させることで、「偏見」の概念に対する理解を深めさせる。また、「偏見」

によって生じる、個別的な人権課題（同和問題、水俣病をめぐる人権、ハンセン

病回復者等の人権等）への理解を深め、それらの課題を解決しようとする態度を

育むことにもつなげていく。   

学習の際は、実例を挙げながら「思い込み」や「偏見」が身近に存在している

ことを実感させ、互いの意見を交流させることで、自他の意見を尊重し、よさを

認め合いながら、「思い込み」や「偏見」の概念に対する理解を深めさせたい。 

１ 本題材で人権教育を進めるにあたって 

 

身の回りに存在する「思い込み」や「偏見」の不合理さについて考えを深め、

「偏見」の概念を理解することによって、よりよい生活や人間関係を築くために、

正しい知識や根拠をもとにして、判断し行動しようとすることができる。 

２ 題材の目標 

 

４ 指導のポイント 

 

○身近な事例を通して、誤った知識や間違った認識による「思い込み」が生まれ
ていく過程を理解させる。 

○他の生徒と意見を交流させる話し合いや発表の機会を設定することで、自他の
意見の共通点や相違点を認識させ、多様な価値観やものの見方があることにつ
いて理解を深めさせる。 

○「思い込み」や「偏見」が、現存する個別的な人権課題の原因の一つであるこ
とに気付かせることで、「偏見」を防ぐ考え方や態度が、あらゆる人権問題の
解決につながることを意識させる。 

○物事を考えたり発表したりする際に、根拠を明らかにして論理的に説明させた
り、互いの意見を尊重し違いを認め合ったりすることで、課題把握や解決のた
めの実践的な態度を身に付けさせる。 

私たちが解決すべき人権課題の背景に存在する「偏見」がどのようにして生じ 

るのかを考え、「偏見」の概念を理解する。（知識的側面） 

３ 人権教育を通じて育てたい資質・能力 

 

高等学校第１学年 特別活動（ホームルーム活動） 題材名「“考え方”を考えよう！」 



 

（２）人権が尊重される授業づくりの視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権尊重の意識と実践力を養う学習活動例 

 

 

 

 

 

 

 

主な学習活動 ○指導上の工夫・留意点 評価◇◆ 備考 

１ 本時の学習内容を知る。 
取り上げる題材と本時の目

標を知る。 
 
 

 
 
 

 

２ 身近な事例を通して「思い
込み」が生じる過程を考える。 
（１）空欄補充ワークシート１

を読み、１ ①②に自分
の考えを記述する。 

（２）記述したことをペアで話
し合い、自他の意見に同
じ点や違う点があるこ
とを知る。 

（３）学級全体で発表し、話し
合った内容を共有する。 

 
 
○箇条書き等、簡潔な表現で記述させ
ることで、意見交換の時間を十分確
保できるよう配慮する。 

○自他の考え方の違いや、他者の考え
方に対する感想を交流させ、多様
な価値観や考え方の存在に気付か
せる。 

 

 
ワーク
シート
１ 1 
①・② 

５ 学習の流れ 

①自己存在感 
意見交換や発表がスムーズに行えるよう、自分の考えや意見をまとめる時間を十
分に確保する。また、意見交換の場面では、他者の発表を傾聴し、多様な意見を
認められるような雰囲気作りを行う。 

②共感的人間関係 
他者の発表を傾聴し、多様な価値観や考え方を共有することで、自らの学びを深
めていく。また、他者の発表に対して質問や感想を述べることで、肯定的に受容
する雰囲気作りを行う。 

③自己選択・決定 
本題材で学んだことを個別の人権課題にフィードバックさせ、差別を解消するた
めに、これから自分がどのように考え、行動するかを交流させる。 

目標 

◇身の回りに存在する「思い込み」や「偏見」の不合理さについて考えを深め、
「偏見」の概念を理解することによって、よりよい生活や人間関係を築くため
に、正しい知識や根拠をもとにして、判断し行動しようとすることができる。 

◆私たちが解決すべき人権課題の背景に存在する「偏見」がどのようにして生じ
るのかを考え、「偏見」の概念を理解する。 

人権教育で育てたい資質・能力 

“考え方”を考えることで、「偏見」がどのようにして生じるのか 
考えよう。 



 

３  自分の日常生活を振り返
り、「思い込み」によって生じ
る問題点や、「偏見」について
考えを交流する。 

（１）文章記述ワークシート１
１ ③を行った後、グルー
プで発表し合う。 

（２）グループで話し合ったこ
とを学級全体で発表し、
考えたことを共有する。 

（３）空欄補充ワークシート１
１ ④を行った後、グルー
プで発表し合う。 

（４）グループで話し合ったこ
とを学級全体で発表し、
「偏見」の概念を確認す
る。 

○様々な考え方を共有し、意見交換が
しやすい雰囲気作りのために、３～
６人程度のグループ活動とする。 

○意見交換の時間を十分確保し、 
「偏見」が生じる過程に生徒自 
らが気付くことができるようにす
る。 

○発表後、自分の考えの変化や、新た   
に気付いたことを追記させる。 

○空欄補充と発表の時間を十分確保
し、生徒自らが「偏見」の意味を
考えられるようにする。 

◆「思い込み」が生じる過程に気付き、
「偏見」の概念を理解している。 

○「偏見」によって差別が生じること
がある点に触れ、偏見と差別の関係
性に気付かせるよう支援する。 

 

 
 
 

ワ ー ク
シ ー ト

１ 1 

③・④ 

４ 身近な事例で学んだことを
踏まえ、人権課題の背景にあ
る「偏見」について考えを交
流する。 

（１）参考資料３を読み、ハン
セン病に対する差別の具
体例と、差別が起こった原
因を考え、ワークシート２
２ ①に記述する。 

（２）ワークシート１で学習し
たことと共通している点
を考え、ワークシート２
２ ②に記述する。 

（３）グループで発表し合う。 
（４）グループで話し合ったこ

とを学級全体で発表し、
考えたことを共有する。 

 
 
 
 
○不確実な情報や決めつけ、思い込み
によって「偏見」が生じ、差別を引
き起こしていく原因の１つとなり
得ることを理解させる。 

 
○差別の背景に「偏見」が存在するこ
とに気付くよう支援する。 

 
 
 
○「偏見」をもたないことで、人権課
題を解決したり、差別を防いだりす
ることができることに気付かせる。 

 
 
 

 
参考資料３ 

ワ ー ク
シ ー ト
２ 2 
①・② 
 
 
 
 
 
 
 

５ 自分の生活の中に存在する
「偏見」に気付き、偏見によ
る差別を生まないために何を
すべきか意見交換をする。 

（１）今の生活を振り返り、ワ
ークシート２３に記述す
る。 

（２）記述した内容をグループ
や学級全体で発表し合
う。 

（３）発表を聞き、新たな考え
方や考え方で変化した点
を踏まえ、自分の考えを
まとめる。 

○学級やネット上に存在する「偏見」
に気付き、自分たちの課題として捉
えることができるよう支援する。 

○「偏見」をもたないようにすること
が、あらゆる人権課題の解消に向け
て大切な要素であることを補足
し、理解させる。 

◇身の回りに存在する「偏見」に気付
き、正しい知識や根拠をもとにして
判断し、行動しようとしている。 

 

 
 

 
ワ ー ク
シ ー ト
２ ３ 



 

 

 

 
【参考資料１～４】熊本県教育委員会 平成１５年度人権教育推進資料 

「豊かな心を育むために（ハンセン病関係実践資料集）」より 

 

【参考資料５】熊本県健康福祉部健康づくり推進課 

「ハンセン病を正しく理解しましょう 偏見や差別をなくすために」 
http://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/life/1049255_1169650_misc.pdf 

上の URL から、リーフレットのダウンロードも可 

 

 

※個別的な人権課題の例のうち、「ハンセン病回復者等の人権」については、
本学習を実施する前に（事前学習として）【参考資料１～４】で歴史や事実
に関する学習を実施してもよい。 

 

※「ハンセン病を正しく理解しましょう -偏見や差別をなくすために-」を使用
し、ハンセン病問題の解決に向けて、「らい予防法の廃止に関する法律」（平
成８年）や「ハンセン病問題の解決の促進に関する法律」（平成２０年）が制
定されたことや、「無らい県運動」の検証（平成２３年～）など、国・県など
の取組が進んでいることに触れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 資料 

http://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/life/1049255_1169650_misc.pdf


 

【参考資料１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【参考資料２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【参考資料３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平均年齢 ８２．６歳（平成２５年５月） 



 

【参考資料４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【参考資料５】 ※平成２６年２月発行 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 



 

ワークシート１ 

“考え方”を考えよう！ 
１ ありがちな日常会話から考えてみよう 

①下の会話の空欄（ア.     ）（イ.     ）にあてはまると思う語句や文章を書いてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

②あなたが（ア.     ）（イ.     ）でそのように考えたのはなぜですか？ 

  理由も考えて書いてみよう。また、他の人と理由や意見を発表し合おう。 

空欄に書いた語句 そのように考えた理由 

（ア.    ）型  

（イ.    ）型  

 

③先ほど考えた血液型の事例のように、「○○だから□□型でしょう」と言ったり、言われたりした

経験はありませんか？ このような「思い込み」や「決めつけ」によって判断することで生じる、

問題点や危険性について考えてみよう。 

 

 

 

 

 

 

④これまで考えた「思い込み」や「偏見」のことを踏まえて、下の文中の空欄に言葉を埋めてみよう。

また、そのような言葉を埋めた理由や考え方について、他の人と意見を発表し合おう。 

「偏見」とは 

        った見方や考え方によって、 

その人や集団に対して        な        がなく 

抱かれる否定的・非好意的な        観や判断のこと。 

 

A さん：ごめん、B さん。さっきの授業で書き写せなかったところがあるから、ノート見せて。 

B さん：うん、いいよ。はい、どうぞ。 

A さん：ありがとう。うわ～、色分けとかして几帳面に書いてあるね。 

    B さん、血液型（ア.     ）型でしょ？ 

B さん：えっ、そう見える？ 

    実は、結構マイペースでいろんなことを気にしない（イ.     ）型よ。 

 

1 

2 3 

4 



 

ワークシート２ 

“考え方”を考えよう！ 
 ２ 「思い込み」や「偏見」によって生じた差別事象について考えよう。 

①参考資料３を読んで、ハンセン病患者に対する差別がどのようなもので、なぜ生じたと考えられ 

ますか？ 参考資料の文中から「偏見」によるものと思われる事例や考え方の部分を抜き出して、 

理由とともに書いてみよう。 

抜き出した事例・考え方 偏見によるものと考えた理由 

  

②ワークシート１で考えた血液型の事例と、上の①の問題に関して、共通しているところはないだ

ろうか？振り返って書いてみよう。 

 

 

 

 

 

３  日常生活を振り返り、「思い込み」や「偏見」による差別を防ぐために私たちができることを考

えよう。学校生活や SNS（twitter, facebook, LINE 等）など、日常生活の中で、「思い込み」や

「偏見」による判断や会話等を見聞きした経験はありませんか？振り返って書いてみよう。 

また、人権問題・差別の背景に「偏見」が存在していることがあることを学んだことで、これか

らあなたが人権問題を解消するために意識したり、実践したりしようと思ったことを書いてみよう。 

＜日常生活で判断・見聞きした経験＞ 

 

 

 

＜これから意識・実践しようと思ったこと＞ 

 

 

 

※１ ④の解答例 1. 偏（かたよ） 2. 客観的 3. 根拠 4. 先入 

 


